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 21国民春闘賃上げ第 7回集計  

単純平均 4,760 円、加重 5,749 円・1.94% 

＜回答状況＞ 

 2021 年 2020 年同期 

回答引き出し組合 1,023 1,053 

 うち 有額回答 656（64.1%） 568（53.9%） 

 うち「定昇確保」など言葉による回答 367（35.9%） 485（46.1%） 

 うち ２次回答以上の回答  140（13.7%） 118（11.2%） 

 うち 妥結組合   414（40.5%） 355（33.7%） 

＜要求と回答内容＞ 

 ２０２１年要求 2021 年回答 ２０２０年同期 同期比 

単純平均 
額(円)    26,398 4,760 4,821 －61 

率(%)      5.96 1.83 1.95 －0.12 

加重平均 

額(円)  5,749 6,070 －321 

率(%)  1.94 2.12 －0.18 

組合員数  65,229 77,612  

＜前年実績との比較が可能な組合における金額・率の比較＞ 

 組合数 うち前年実績以上 21 年回答 20 年実績 実績比 

単純平均 
額(円) 452 244（54.0%） 5,270 5,353 －83 

率(%) 338 143（42.3%） 1.86 1.85 0.01 

＜非正規の仲間の回答状況＞ 

 時給制 月給制 再雇用・時給制 再雇用・月給制 

単純平均 
額(円) 17.6 （26.8） 2,563 (2,837) 18.9 (21.4) 2,936 (4,412) 

率(％) 1.51 （1.82） 1.07 (1.28)  2.07 （1.81） 1.00 (0.84) 

  ※額または率のみの報告があるため、双方は連動しません。 

  ※「定昇確保」など言葉による回答は平均などの計算から除いています。 

  ※非正規の仲間の回答状況のかっこ（）内は、昨年最終集約結果 
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2021 年 5 月 31 日 

国民春闘共闘委員会（全労連、純中立労組懇、地方共闘などで構成）は 5月 27日、第 7回目の賃

金改定集計を行いました。 



＜集計結果の概要＞ 

回答引出し・妥結状況 

 5 月 31 日の第 7 回集計には、30 単産・部会から報告が寄せられました。1,023 組合が何らかの回答

を引き出し、そのうち「定昇確保」などの言葉による回答を得た組合が 364 組合で、金額もしくは、

率などが明らかになっている有額回答を得た組合は 656 組合となっています。 

 JMITU の組合で６次回答、生協労連の組合が 5 次回答を引き出しているのをはじめ、回答引出し組

合の 13.7%にあたる 140 組合が２次回答以上の上積み回答を引き出しています。なお、414 組合が妥

結となっています。（回答引き出し組合に占める妥結率は 40.5％） 

  

回答内容 

 有 額 回 答 を 引 き 出 し た 656 組 合 で の 単 純 平 均 （ 一 組 合 あ た り の 平 均 ） は                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

4,760 円・1.83%で、前年同期（4,821 円・1.95%）から 61 円・0.12 ㌽減となっています。加重平均（組

合員一人あたりの平均）は 5,749 円・1.94%で、前年同期（6,070 円・2.12%）から 321 円・0.18 ㌽減

となっています。（金額のみ・率のみの報告を含んでいるため、金額と賃上げ率の増減は連動しません） 

 また、同一組合での対比が可能な 452 組合の単純平均額の結果を前年実績と比べると、今期は 5,270

円で、前年実績（5,353）を 83 円下回っています。賃上げ率では 338 組合の単純平均で、1.86%と前年

実績(1.85%)をわずかに上回っています。前年実績以上の回答を引き出せた組合は、金額では 244 組合

（54.0%）、率では 143 組合（42.3%）となっています。 

 

非正規で働くなかまの賃上げ状況 

非正規で働く仲間の賃上げ状況については、別表の 11 単産 184 組合から 403（前年同時期は 7 単産

151 組合 346 件）の成果獲得の報告が寄せられています。 

時給制労働者では 272 件の獲得報告が寄せられています。そのうち引き上げ額がわかっている 151

件の単純平均は 17.6 円となっています。率では 30 件平均で 1.51%となっています。 

 日給制では、6 件の獲得報告で、引き上げ額は 133 円・1.48%となっています。 

月給制では、78 件の獲得報告が寄せられています。引き上げ額では 2,563 円、率では 1.07%となっ

ています。 

再雇用者の賃上げ状況については、時給制 34 件、月給制 9 件の獲得報告となっています。引き上げ

額・率では時給制で 18.9 円・2.07%、月給制で 2,936 円・1.00%となっています。 

 

企業内最低賃金改定状況 

 企業内最賃協定の獲得状況では、建交労、JMITU、化学一般、生協労連、全印総連、民放労連、出版労

連、日本医労連の 8 単産 87 組合から 133 件の獲得報告となっています。このうち、時間額は 70 件の獲

得で、新協定額は 988 円、引上額は 20.5 円、引上率は 2.20%となっています (新協定額・引上額・引上

率は連動せず)。日額では 15 件の獲得で、新協定額は 8,542 円となっています。月額では 20 件の獲得で、

新協定額は 176,897 円となっています。 

 職種別では、建交労のトラック、生協労連のヘルパー、日本医労連の看護師から報告が寄せられていま

す。 

  


